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はじめに

市町村審査会委員研修の目的

① 「市町村審査会委員マニュアル（平成３０年９月）」の
内容を理解し、市町村審査会の概要や、審査手順を理解
する

② 事例を踏まえつつ、審査会における議事進行方法や一次
判定の修正方法、二次判定における区分変更方法の例を
把握する
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市町村審査会委員マニュアル 2

P 34、35

P 38、39、40

P 49、50、51、52、53、54

P 1～89



Ⅱ 市町村審査会

（ マニュアル ）

１．市町村審査会の役割 ・・・３４

２．市町村審査会の構成 ・・・３４
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Ⅱ-1 市町村審査会の役割

役割

市町村審査会は、障害支援区分に係る審査判定業務を行うとともに、
支給要否決定に当たり必要に応じて意見を聴くための専門機関として、
市町村に設置される。
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Ⅱ-2 市町村審査会の構成

市町村審査会委員
 委員は、障害者の実情に通じた者のうちから、障害保健福祉の学識経
験を有する者であって、中立かつ公正な立場で審査が行える者を任命
する。また、身体障害、知的障害、精神障害、難病等の各分野の均衡
に配慮した構成とする。

 委員は、審査判定に関して知り得た、個人情報の守秘義務がある。

 委員は、原則として都道府県が実施する委員に対する研修を受講し、
審査及び判定の趣旨や考え方、手続き等を確認する。
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Ⅱ-2 市町村審査会の構成

合議体
 審査会は、委員のうちから会長が指名する者をもって構成する合議体
で、審査判定業務を取り扱うことができる。
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次は、××才、男性、△△△病の人です。
新規で、一次判定では区分□です。
関節痛や易疲労感の変動がありますね。
一人暮らしで、ADLの低下時は援助が必要とあり
ますが、この方についてのご意見はありますか？

W市 第〇合議体
医師（会長）、看護師、言語聴覚士
当事者、精神保健福祉士、事務局
1回あたり、25件程度の審査件数



Ⅱ-2 市町村審査会の構成

市町村審査会及び合議体の運営
 審査会及び合議体は、委員の過半数の出席がなければ会議を開催し
議決することができない。

 審査会及び合議体の議事は、会長及び合議体の長を含む出席委員の
過半数をもって決し、可否同数のときは会長の決するところによる。

 審査判定に当たっては、できるだけ委員間の意見の調整を行い、合意
を得るように努める。なお、必要に応じて、審査対象者及びその家族、
介護者(支援者)、主治医、認定調査員、その他専門家の意見を聴くこ
とも可能である。

 審査会は、第三者に対して原則非公開とする。
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Ⅲ 市町村審査会資料

（ マニュアル ）

１．市町村審査会資料（様式）・・・３８

２．市町村審査会資料に示される指標
・・・３９

8



Ⅲ-1 市町村審査会資料（様式） 9

一次判定等

認定調査項目

医師意見書

（判定対象項目）

総合評価項目
得点表



Ⅲ-2 市町村審査会資料に示される指標

① 一次判定結果
認定調査の結果及び医師意見書の一部項目を踏まえ、区分省令に基づき該当した区分等が一次判定の
結果として、「非該当」又は「区分１～６」のいずれかで表示されている。

② 判定条件番号
一次判定ロジックの中で該当（採用）した番号が表示されている。

③ 判定スコア
一次判定ロジックの中で該当（採用）した番号の「区分等該当可能性（二次判定での出現割合）」が
全ての区分等で表示されている。

④ 判定条件の組み合わせ（状態像）
一次判定ロジックの中で該当（採用）した番号における条件の組み合わせ（状態像）が表示されてい
る。
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Ⅲ-2 市町村審査会資料に示される指標

 一次判定で活用した「認定調査項目（80 項目）の調査結果」及び「医師意見書の一部項目
（24 項目）の記載内容」が表示される。

 調査結果及び前回結果の欄には、各項目の調査結果等が表示されるが、「支援が不要」「ない」
「日常生活に支障がない」「理解できる」「１」の場合は表示されない。（空欄となる）

 新規申請の場合等で前回結果を有さない場合は、前回結果の欄の全てに「－」が表示される。

 総合評価項目における各グループ（群）の合計点が表示される。（第12 グループ(群)を除く）

 なお、各グループ（群）の点数は同じ重みづけではないため、各グループ（群）の点数の比較や、
加減乗除することは適当ではない。
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障害支援区分

障害者支援の基本理念

自らの生き方や暮らし方を選択し実現できる 「自己決定」「自己実現」

参考：大阪手をつなぐ育成会

障害支援区分とは、
障害の多様な特性や心身の状態に
応じて必要とされる標準的な支援
の度合を総合的に示すもの。

支給決定プロセスの透明化、明確
化のための、公正・中立・客観的
な指標
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Ⅳ 審査判定の進め方 14

（ マニュアル ）

１．市町村審査会で用いる資料・・・４９

２．一次判定結果の確定 ・・・４９

３．障害支援区分の判定（二次判定）
・・・５０

４．市町村審査会が付する意見・・・５４



Ⅳ-1 市町村審査会で用いる資料

 審査会では、「市町村審査会資料（一次判定結果）」、「認定調査票
（特記事項）」及び「医師意見書」に記載された内容に基づき、審査
判定（二次判定）を行う。
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【 概況調査票の取扱い 】
概況調査票の内容（単身・同居の別や家族等の介護者の状況、日中活動の場、
就労状況、サービス利用の状況等）については、障害支援区分の認定後、サー
ビスの種類や量などを支給決定する際において、障害支援区分の認定結果とと
もに勘案されるもの。

そのため、概況調査票を審査判定の際に本人の一般的な生活状況等を把握する
ために参照することは差し支えないが、概況調査票の内容を理由として、障害
支援区分の審査判定を行うことは適当でない。

なお、訓練等給付等のサービス利用について意見を付す場合には、概況調査票
の内容を勘案して検討することは差し支えない。
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＊ マニュアル Ⅳ-２ ＊

＊ マニュアル Ⅳ-３ ＊
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Ⅳ-4 市町村審査会が付する意見

障害支援区分の認定の有効期間
審査会は、「現在の状況がどの程度継続するか」との観点から、以下
の場合において、認定の有効期間（３年間）をより短く（３カ月以上
で）設定するかどうかの検討を行い、その結果（障害支援区分の再認
定の具体的な期間）を市町村に報告する。

• 身体上又は精神上の障害の程度が６カ月～１年程度の間において変動
しやすい状態にあると考えられる場合。

• その他、審査会が特に必要と認める場合。
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Ⅳ-4 市町村審査会が付する意見

サービス利用に関する意見
障害支援区分の判定が「非該当」の場合等において、審査会として、
訓練等給付等のサービス利用が適当と判断される場合には、その旨の
意見を付すことができる。

支給決定要否に関する意見
審査会は、市町村が作成した支給決定案が、当該市町村の支給基準と
乖離するような場合、市町村から求めを受けて、審査会としての意見
を述べることとなっている。
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事例 24
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事前準備等（Ⅱ-2 市町村審査会の構成）

その他
 市町村は、審査会の開催に先立ち、審査対象者をあらかじめ決定し、
その氏名、住所などの個人を特定する情報について削除した上で以下
の資料を作成し、審査会委員に対して事前に配付する。

 各委員は、審査会開始前に一次判定結果を変更する必要があると考え
られるケースや意見などを会長（合議体の場合は合議体の長）又は市
町村審査会事務局に提出すること等により、限られた時間で審査会を
効率的に運営できるよう努める。
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審査判定業務 について

1. 一次判定の精査・確定

2. 二次判定、認定有効期間の検討

まとめ 37

 区分変更の際は、根拠＝特記事項 を明確に

 円滑な議論のために、事務局との連携 を意識する

 迷った時は、マニュアル を確認

資料は 厚生労働省 障害支援区分 で検索
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